













赧 装 の歴史 や被服 の歴史 にう いてめ書物 は、 日本の もの をの ぞけば、 それが
た とx、 世界服 装史 どい う名 になって いよ うと、西洋 、 あるいは ヨー ロ ッパ を
主 と して内容 と したものがすべてで あ る。服 装史 といえば、西洋服 装史 の こ と
を指すほどである。ξれはなぜかPそ れほ どに西洋 において、服装史の研究
は盛 ん であ り、 多 くの書物 が出版 されて きて いるか らであ る。 そ して、 日本で
は、西洋 でっ くちれた服 装史の書物 の定本 というべ きもの を飜 案 した もの を組
立 てれば、西洋服 装史 は容 易 にで き上 る もので もある。 日本 で出版 され た西洋
服筆史 の多 くが この よ うな内容 を思 わせ る ものz'あった。
しか るに、村 上氏の 「西洋 服装 史」 にお いては、彼 独 自の研 究 の集積 と して
の結果 と見受 け られ る。新 たな組立 て の上 に仕 上 げ られた この書物 への 努力 は
読 む人 に伝 わ る ことであ ろ う。新 しい角度 か らの、 そ して飜 案的 な過去 の類 書
か らの脱 出は この書物 の価値 とい えよ う。
本 文は6章 に分 け られ てい る。各章 は それ ぞれ.2乃至5節 に細 分 されて い る。
各章 と各節 にっ いその この分割法 は適 当の よ うに見 受 け られ るが、少 し疑 問 も
感 じられ るの で、 この点 につ いては あ とでのべ る。
集録 されて い る写真 や図版 の多 いこ とは、被服 の歴史 が言葉 だけ でい くら語
られて も解 りに くい点 を十 分 に補 って'くれ る意味 か らあ りがた い。それ は336の
番号 で終 ってい るが一 つの番号 にa,b,cと あるもの もあ るか らそれ以上 の数
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とい えよう。
内容 的 には、 どちらかとい えば、近世以 降に重点 がお かれ てい るよ うで あ り、
と くに、近代 、現代 にっ いて、 この書物 の特色 が発揮 され てい るよ うであ る。
著 者 自身 のい う 「生 きた 自然風土 や生活 環境 、現 代の政治 ・社会 ・経済 の仕 組
み、時代 の精神 とその反 映で あ る生 活の マナー、男女の生態 、流 行気質 、 さ ら
に は諸芸術 との関係 な どを もふ くめて、人 間の生活文化 のすべて を考察 の対象
と して」、著 者 自身 が長年蒐集 した資料 をもとにのべ られて い る点 は興 味深 い。
と ころで、以上 の労作 へ の讚辞 を否定 す る意昧 で な く、む しろ、私見 と して
の疑 問 をのべれ ば、第4章 、近世 の服装 、 その2、 ル イ王朝 時代 の服 装、 の 第
1節 の 「ルイ13世時代 前後 の服装」 の本文 中に 厂バ ロ ック」 とい う言葉 が見 え
るが、 これ は、第3章 、近世 の服装 、 その1、 にルネサ ンス時代 の服装 、 とあ
るか らには、バ ロ ック とい う言葉 をなぜ章 の見 出 しに出 さなかったのかわか ら
ない。同 じことが ロココ にっ いて もいえよ う。 この こ とと関連 して、近世 以後
の節の表題 が、第5章 の第4節 まで、 フ ランスの歴史 区分 を用 いてい る。第4
章 はルイ王朝 時代 の服装 で あ るか らルイ13世か らルイ16世まで を表題 にす る こ
とは了解 され るが、っつ いて第5章 も、 フラ ンス革命 、ナ ポ レオ ンの時代、王
政復古 か らルイ ・フィ リップの時代 、 とい うの は、 あま り好 ま しい区分 とい え
ないだ ろ う。
内容的 に見 て、少 し気 にな るこ とは、これ もまた、とくに、近世以降 の ところ
で、服装史 で あるはず が、 ど ちらかとい えば、服装 の流行 が あま りに も表面 に
です ぎて いないだ ろ うか。服装 の歴史 は、 その時代 の人び との服装 の歴 史 であ
って 、決 して、流行現 象 だけの変遷 にお わるものでは ない。 モー ドや ファ ッシ
ョンやニ ュー ・ル ックだ けで服装史 がひ もとかれ るもので な い。 それ らと一般
庶民 の服 装 との間には距離 が あ るのでは ないか。 とは いえ、 この ことは、言 う
は易 く、行 うはかた しであろ う。 この点 か ら、労作 を批評 す るの は酷 にす ぎる
か も知れ ない。一般庶民 、 こ とに下層 の人 た ちは服 装 に全 く関心が ない、 とは
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い えず、や は り、 この点 をも考察 の対 象 にすべ きであろ う し、著 者の今後 の資
料蒐集 によって、 さ らに、みの り豊 かな服 装史 をねが うもので あ る。
小 さな点 をあげ ると、普通 に用 い られ、了解 されて いるこ とか も知 れ ないが、
「プ レー ンな」「フ ィ リジア」厂ブ ラウジ ング」「フラッ トカラー」「ダ ンデ ィ」「ア ン
ドロマヌ型 」「クーチ ュール」 な どにつ いて は説明がほ しかった り、無理 にカナ
文字 を用 いず、 日本語 で もよいの では ないか と思 われ る文字 が 目立 った よ うに
思 える。 モホ リ ・ナ ギの芦 い方 を借 りれば 、言葉 の世 界にお いて も、や は り、厂秘
密結 社の暗号」 の よ うな専門語 を出来 るか ぎ り、平易 な言葉 に した方 がよ りよ
く、 よ り多 く読 まれ るので はなか ろ うか。
京都市立美術大学 元 井 能
一114一
